
全
国
ダ
ン
プ
か
ら
「
本
省
が

出
し
た
ダ
ン
プ
の
労
働
者
性
の

説
明
が
従
業
員
と
強
調
さ
れ
た
」

「
と
に
か
く
、
違
法
な
白
ト
ラ

禁
止＝

自
家
用
ダ
ン
プ
が
全
て

ダ
メ
と
風
評
被
害
が
ひ
ど
い
」

「
個
人
の
自
家
用
ダ
ン
プ
は
使

用
し
て
も
問
題
な
い
と
い
う
、

分
か
り
や
す
い
事
務
連
絡
を
出

す
べ
き
」
と
要
請
。

「
北
浜(

車
持
ち
労
働
者)

判
決

の
内
容
を
運
輸
行
政
は
否
定
す

る
の
か
、
多
く
の
事
業
者
は
従

業
員
化
と
誤
解
し
て
い
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

畑
野
議
員
秘
書
か
ら
「
排
除

が
進
ん
で
い
る
の
は
事
実
だ
か

ら
、
何
等
か
の
対
応
が
必
要
」

と
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
対
話
の
中
で

◆
産
廃
収
集
運
搬
に
つ
い
て
、

運
搬
は
必
要
な
附
帯
業
務
な
の

で
、
運
送
許
可
は
不
要
。
と
の

回
答
で
し
た
。

組
合
か
ら
の
提
案
で
「
元
請

と
就
労
協
定
書
」
を
交
わ
せ
ば

白
ナ
ン
バ
ー
で
も
よ
り
Ｏ
Ｋ
と

組
合
員
に
説
明
。

そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

元
請
は
国
交
の
工
事
事
務
所
に

雇
用
契
約
で
使
用
す
る
の
は
問

題
な
い
か
問
い
合
わ
せ
た
が
、

労
働
者
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

監
督
署
と
言
わ
れ
そ
の
ま
ま
監

督
署
に
相
談
。

監
督
署
で
は
、
監
督
官
が

「
労
働
契
約
に
は
こ
れ
こ
れ
の

記
入
が
必
要
」
労
働
者
で
あ
れ

ば
労
災
保
険
、
週
２
０
時
間
以

上
働
い
て
い
れ
ば
雇
用
保
険
、

会
社
で
あ
れ
ば
社
会
保
険
を
」

と
言
わ
れ
、
就
労
協
定
で
は
ダ

メ
ー
デ
ー
の
起
源

労
働
者
の
日
と
し
て
の
メ
ー

デ
ー
は
、
86
年
の
５
月
１
日
、

ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
で
、
１
日

12
～
14
時
間
勤
務
が
当
た
り
前

だ
っ
た
労
働
環
境
の
改
善
を
求

め
て
労
働
者
が
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト

ラ
イ
キ
（
全
国
的
な
規
模
で
行

わ
れ
る
労
働
争
議
）
を
起
こ
し
、

８
時
間
労
働
の
実
現
を
要
求
し

た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

以
降
、
労
働
者
た
ち
が
集
ま

り
、
権
利
を
主
張
す
る
日
と
し

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
各

地
に
広
が
っ
た
の
が
メ
ー
デ
ー

で
す
。
今
で
は
５
月
１
日
を

「
労
働
者
の
祭
典
」
と
し
て
祝

日
と
す
る
国
も
多
く
、
世
界
中

で
労
働
者
た
ち
の
イ
ベ
ン
ト
や

デ
モ
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
20
年
５
月
２

日
に
第
１
回
メ
ー
デ
ー
が
東
京
・

上
野
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
、
徳
島
で
は
第
97
回
の

メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
１
日(

木)

10
時
～

【
場
所
】
鷲
の
門
広
場

メ
と
判
断
さ
れ
る
。

組
合
か
ら
監
督
署
へ
要
請
、

同
じ
監
督
官
が
対
応
元
請
け
に

し
た
の
と
同
じ
説
明
を
さ
れ
る
。

組
合
か
ら
「
そ
れ
を
す
べ
て

や
ら
な
い
と
労
働
者
と
し
て
認

め
な
い
の
か
、
日
雇
い
の
労
働

者
は
契
約
書
も
何
も
な
い
が
、

労
働
者
で
な
い
の
か
」
と
つ
め

よ
り
ま
し
た
。

監
督
官
は
「
そ
う
で
は
な
い
、

口
頭
契
約
で
も
Ｏ
Ｋ
」
「
労
働

者
か
ど
う
か
の
判
断
は
ケ
ー
ス
・

バ
イ
ケ
ー
ス
で
１
人
１
人
の
実

態
『
使
用
従
属
関
係
、
指
揮
命

令
、
労
賃
な
ど
』
を
総
合
し
て

の
判
断
と
な
る
、
私
が
決
め
れ

る
も
の
で
は
な
い
、
最
終
的
に

は
裁
判
所
が
決
め
る
こ
と
」
運

輸
局
と
同
じ
回
答
で
終
わ
り
ま

し
た
。

香
川
県
が
５
回
目
の
物
価
高

騰
に
よ
る
「
貨
物
自
動
車
運
送

支
援
金
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

去
年
の
12
月
１
日
時
点
の
台

数
で
す
。

普
通
貨
物
１
台
の
支
給
額
は
、

３
万
円
で
す
。

軽
貨
物
の
場
合
は
１
万
円
で

す
。
組
合
か
ら
３
人
申
請
し
ま

し
た
。
他
の
県
・
市
等
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
組
合
へ
。

先
月
の
ハ
ン
ド
ル
で
建
設
国

保
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

全
て
の
年
齢
で
本
人
保
険
料
に

プ
ラ
ス
３
千
円
し
た
額
で
す
。
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３
日
（
金
）

企
業
組
合

香
川
東
業
所
会
議

６
日
（
月
）

企
業
組
合

阿
南
営
業
所
会
議

10
日
（
金
）

企
業
組
合

三
好
営
業
所
会
議

４
月
行
事
予
定

3月24日に共産党畑野衆議員事務所を通じ、自家用ダンプの取り扱

いについてレクチャーを実施。全国ダンプからは事務局長が参加。

本省は、物流・自動車局補佐、総合政策局建設業課が対応。

畑野衆議院がレクチャーに参加
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